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大阪大学大型計鉢機センター・ニュース (No21) 1976-6 

センターだより

プログラム相談システムの公開について

研究開発部 磯本征雄

業務部 岩川雅士

I 序

共同利用大型計算機センターには，プログラム相談員がいて，利用者のプログラム・デバ

ッグヘの助言を与えております。この時，助言の与え方としては，相談員の経験に頓ること

がほとんどであり，場合によって，相談員室におかれたマニュアルなどを参照しています。

ところが利用者の水準は，プログラム作成の初心者から，相当訓練を積んだ者まで，広範囲

にわたっています。従って当然，質問の内容も広範囲となります。これら利用者全員の 1つ

1つの質問に対して，個々の相談員が満足のいく助言を与えることは，ほとんど不可能なこ

とです。

そこで，もし，この人間が行っているプログラム相談を，定式化し，機械化できるなら

ば，相談員の過重な負担を軽減し，しかもある程度，・各利用者に対して満足のいく

えることができます。

このような構想に基づいて，当大阪大学大型計算機センターでは，プログラム相談のため

のシステム tJf.J発にとりくみ，プログラム相談システム (ADVISER)を完成いたしました。

本システムは， T.S。Sの機能を用い，会話型で使用できます。 FORTRANプログラム

実行中に起こった諸々の障害について，その障害のコード番号を入力することにより，シス

テムからの助言が得られます。詳しいシステムの使用方法はII. プログラム相談システム仕

様を参照してください。

なお，このシステムはデータの不備など，まだ多くの問題点が残っており，52年 3月31日ま

でを試用期間として利用者の方々に御協力を頂きた<'下記の条件がかなえば，このシステ

ムの利用に対して課金しないことにしております。条件についてはm.プログラム相談シス

テム利用ジョプ課金免除についてを参照してください。

II プログラム相談システム仕様

本システムは，プログラム・デバッギングの際のバッグ追跡の過程に対して助言を行うた

めのものです。デバッギングについて助言の必要な人は， T.S.Sにより使用することがで
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きます。以下本システムの利用法について説明します。

• 本システムの始動

一般の会話と同様にHELLOコマンドから始めてください。グループ・コード及びユーザ

ー・ネームは下記の通り入力してください。その後システムをSTARTコマンドによって始

動させます。

*HELL6 LIB,USER,,JJJJJJJJJJ 

*START ADVISER 

（備考） 本システムはユーザー・プログラムとして作動します。従って複数端末から同時にはアクセスで

きませんので御了承下さい。

・ システムと利用者の対話

1. ***コート... J¥<-ンコヽ ウ リスト オシュッリヨクシマスカ＊＊＊

*** HJTER YES OR N0 *** 

本システムでは，質問内容の入力を質問コード番号により行います。質問コード番

とは，システム側であらかじめ用意している個々の質問事項につけられた認識番号

のことです。

ここでは，質問コード番号表を出力するかどうかの入力を要求します。コード番号

表が必要であるならば YESを入力してください。以下システムの指示に従って必要

な情報を入力すればコード番号表が出力されます。質問コード番号リストが不要な場

合には NOを入力してください" : ンステムはすぐにプログラム相談に入ります。

2. **>:: フ0 [J'.J''ラム ソウタヽンオッツヽケマスカ＊＊＊

,;<*>:: ENTER YES 0R N0 *** 

1. で YESを入力し，コード番号表を出力した後出力されます。プログラム相談を

続けて行うのであれば YESを，やめるのであれば NOを入力してください。

3. ***シッモン C0DE /¥''ンコヽウオ 4ーケタ） セイスウデ ニュウリヨク

シテクタヽ サイ ＊＊＊ 

C CtlDE I¥"'ンコヽ ウ ） ワカラナイ I¥ヽアイ /¥ 1 000 オ ニュウリヨク

ジテクタヽ サイ．）

1で出力したコード番号表よりあなたのプログラム中で起こった現象がどれである

かを選択し，入力してください。 10 0 0が入力された場合， 13個の灯問がなされま

す。質問に対して YESならば 5を， NOならば 0を入力してください。 YES又は

NOの判定が困難ならば YESの強度に比例して， 4~1 の数字を入力してください。
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4. == ニュウリ三ク サレマシタ CCJDE I\~ ンコヽ ウ I¥ ワカリマジタ。

＊＊アナタ）シッモンニカンケイ）アJ[,,コト オフアイルカラトリタヽジマス＊＊

叫
＊＊アナタ）シッモンニカンレンスJリジヽコウ）チュウシユツオカンリヨウシマシタ＊＊

＊＊アナタ ）シッモンニカンケイ）アJにコトニツイテ ソレラ） カンケイオ ジラへ'，

マス ＊芥

(2)l'Jが ニシメスフヽンシヨウ/¥アプタ）シツモンニタイスルカイトウニナッテイマスカ．
（ウエカラシ，，ユンニテキトウナセッソ,,'Jジオッケテヨンテ、 クタヽ サイ）

(1)がシステムから出力された後， (2)が出力されます。これにつづく一連の文章は，

あなたの質問に対するシステムの助言です。一行ごとに一つの文節を成し，個々の文

節ごとに，あなたの直面している状況との一致 (YES)または不一致 (NO)を判断

してください。

5. **芥アブ'.J) /¥':Jタヽ ンオニュウリヨクシテクタ，，サイ・ ＊＊ 

この前に出力された文節について判断し，次の形式で入力してください。

アテJ¥マツテイJI; フヽン テ，， アレ/¥ヽ YLL 
アテ/¥マラプイフヽ ンラ、 アレ/¥'' ~-JLL 
マツタク ワカラプイ J¥<-アイ /¥ D 

ケンサクオチユウシスJvIやアイ I¥ s 
セ，，ンコヽ ノカンケイオシラヘ、タイ J¥<'アイ I¥ G 

モウイチト.. /¥ジヽメカラ ヤリプオジタイ lやアイ /¥ R 
メ ニュウリヨクジテクタヽ サイ タタヽシ LL 1¥ セッメイフヽン） /¥シ，，メ ニックラレタ

カッコナイノ 2ーケタノセイスウテ，，ス．

6. -------------―ーケンサクオッツ，，ケマスー―--------------

入力された判断に従って，システムは直面している状況を再検討します。再び 4-

(2)へもどります。

7. --------------------
ォッカレサマテ、ジタ。

サイコ、 ニシメサレタ刀イトウフ，，ンシヨオモッテアプタ）シツモン'¥ノ カイトゥ卜

イタジマス．
"""● ,ヽ.,.... , __  ,, ● ●9● ., .... ,. _____  , ___ ,.,_.,,., .. 一"""'●"'●ヽ,__  ,_ 

MAN, MACHINEの応答によって助言が終了すると出力されます。
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8. * ジツモン 1 * 
サイコさニシメジタ フヽ ンジヨウ）＼

タタヽ シクセツメイジテイレ）＼ヽ

マチカヽ ツタセッメイナラ）V 

アナタ）ジツモンニタタ、シクコタエテイマスカ．
y 

N 

ヨク ）＼ワカラナイ ナラ）¥ .. D 
オニユウリヨクジテクタヽサイ．

＊ シッモン 2 * 
ココテ”オコナツタソウタベソニツイテクジさヨウソ）タコヽイケンが アリマシタラ

オキカセクタ..サイ

ノチ爪トヽ ケントウシマシテ， SYSTEM J カイセヽ ンニヤクタ，，テマス．

サイコ.. ノやヨウ I¥END Jミオニユウリヨクジテクタヽサイ．

（コ..イケン）ナイ）やアイ I¥ ENO Jミオニユウリヨクシテク少サイ）

システムが出力します。シツモン 1についてはY,N,Dのいずれかを入力してくだ

さい。シツモン 2については後々の改善作業のための資料としたいと思っております

ので，気のついたことを入力してください。書式に制限はありません。

9. -----------------------
コ勺フロウサマテ、ジタ．

＝＝＝＝＝ シッモン '¥) カイトウ n スヘやテ オワリマジタ ===== 

＊＊アラタニシツモンオサイカイシマスカ＊＊

プログラム相談を続けるか，ゃめるかを入力してください。続ける場合は CON-

TINUEを や め る 場 合 は ENDを入力します。

なお，システム側から情報入力を要求してきた時，入力書式がわからない場合は，

＊を入力してください。入力書式について詳しく説明されます。

皿 プログラム相談システム試用ジョプ課金免除について

1. 試用期間 昭和52年 3月31日まで

2. 条件 (1) あらかじめ下記連絡先へ試用申請を行うこと。

試用申請書に記入すべき事項は次のものとする。（書式は自由）

1. 所属，連絡先（電話番号）

2. 氏名

3. 計算機利用申請における課題番号

4. 本システム試用の目的と方法
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(2) HELLOコマンドからはじまって BYEコマンドで終了し，これが

一連のコンソール・シートとしてつながっていること。

(3) HELLOコマンドと BYEコマンドの間で，プログラム相談システ

ム以外のジョブを実行していないこと。

利用者諸氏の御協力をお願いいたします。

連絡先 大阪大学大型計算機センター・研究開発部

磯本征雄

（内線） 2833,2836 

業務掛

川雅士

（内線） 2835,2823 
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